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研究成果の概要（和文）：グローバル化に対抗する世界の社会運動の多様性を説明するために、欧米や中南米の
研究者を中心とする国際共同研究体制を整備した。「Global Southからの挑戦」や「ラテンアメリカからの挑
戦」などをテーマに国際会議やワークショップをつみ重ね、社会運動の多様性を描き出すことに成功する一方、
グローバル化と並んで「国家の能力」「民主化の過程」などの政治的な側面も理論化作業に不可欠であることも
判明した。研究成果を社会運動研究の世界的なトップジャーナルに掲載することを達成した。また、国際会議の
前に英語によるセミナーを実施する方式により、若手研究者の育成という目的についても大きな成果をあげるこ
とができた。

研究成果の概要（英文）：To explain the variation in the visions and the forms of social movements 
around the world, which are responding to the processes of globalization, this project has formed a 
research team of international scholars, mostly from Europe, North America, and Latin America. 
During the period of this grant, the team has organized several international conferences and 
workshops with themes such as "challenges from the global south" and "challenges from Latin America"
 and has successfully described the variations in such challenges. The team has also noticed that we
 should not ignore political factors, including state capacity and democratization, to fully explain
 the great variety of contentious activities throughout the world. One of the team's important 
accomplishments is to publish its first findings in the world's most prestigious journal in the 
field of social movements. Furthermore, this project has made an important progress in nurturing a 
young generation of scholars.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）1994 年 1 月 1 日、北米自由貿易協定
の発効日に、メキシコの貧しい先住民農民を
中心とするサパティスタ民族解放軍が新自
由主義的なグローバル秩序を批判して武装
蜂起して以来、世界各地で様々な社会運動や
市民社会組織がこのグローバル秩序に代わ
る「もう一つの世界」を求めて声を上げてい
る。グローバル化の影響は、地域、社会階層、
民族、宗教、ジェンダー等によって異なるた
め、これらの運動・組織の性格は多様であり、
それらが掲げる「もう一つの世界」のビジョ
ンには相反するものも多い。少数の研究者で
はその全体像を把握することは困難であっ
た。 
 
（２）このようなグローバル化に対抗する
様々な社会運動に関する研究は近年多く発
表され、研究代表者もメキシコにおけるグロ
ーバル化と民衆抗議行動の関係について研
究を行ってきた。しかし、ほとんどの既存研
究は個別の国や社会運動の説明に終始し、世
界各地の様々な社会運動の比較検討を通じ
てその理論化を行うという視点が欠如して
いた。各社会運動が抱いている「もう一つの
世界」のビジョンは、それぞれが直面する政
治・経済・社会状況によって大きく異なるた
め、この多様性を説明する社会理論の構築こ
そが喫緊の課題であった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、社会運動や組織が提唱する
新しい価値観に基づく社会とはどのような
ものなのか、これらの運動や組織の可能性と
限界はどこにあるのか、そして、新自由主義
的グローバル秩序にかわる「もう一つの世
界」は可能なのかどうかを探求する。 
 
（２）具体的には以下の三点を解き明かすこ
とである。①グローバル化が市民の生活に及
ぼす影響は、地域・政治体制・経済構造・社
会階層・民族・宗教・ジェンダーなどによっ
てどう異なるのか。②そのグローバル化の影
響の多様性が、各社会集団のアイデンティテ
ィ形成や「もう一つの世界」のビジョンの形
成にどのような違いを生み出しているのか。
そして、③そのアイデンティティやビジョン
の違いが、それぞれの社会運動の戦略（暴
力・非暴力など）やターゲット（国家・市場・
マイノリティなど）にどう影響しているのか。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は、国際共同研究チームを編成
し、比較事例研究を実施する方法を導入した。
アジア、アフリカ、オセアニア、ヨーロッパ、
北米、中南米のグローバリゼーション、民主
主義、社会運動、市民社会研究の専門家を一
堂に集め、「もう一つの世界」を追求する社
会運動の多様性を比較検討することによっ
て、「もう一つの世界」を追求する社会運動

の類型化や理論化を進め、21世紀のポスト新
自由主義時代の社会の可能性を追求してい
く。 
 
（２）国際共同研究の具体的な実施方法は、
平常時は研究専用のウエブサイトなどを通
じて意見・情報交換を行い、年に 1回程度研
究者が集い研究成果の発表を行うワークシ
ョップなどを実施する形とした。日本の研究
者や大学院生たちが、世界的に著名な研究者
や若手精鋭の研究者と自由な雰囲気の中で
討論しながら学問的なつながりを構築し、将
来の学術協力の基盤となるようにワークシ
ョップなどを設計した。 
 
４．研究成果 
（１）グローバル化と社会運動の関係を理論
化する際の枠組みとして今日最も有効なも
のは、Karl Polanyi の『大転換』に示されて
いる「二重の運動論」ではないかというひと
つの方向性が確認できた。これは、元アメリ
カ社会学会会長であり、当時の国際社会学会
会長である Michael Burawoy 氏（University 
of California）が、2014 年 7月 10 日に本科
研の講演会で強調した点である。また、同 7
月 20 日の本科研のシンポジウムにて、Peter 
Evans 教授（Brown University）も同様の指
摘をされた。本研究の理論的な柱の一つとし
て採択し、この理論を基軸に本科研の理論の
構築を試みることとなった。 
 
（２）本研究の核となる国際共同研究チーム
の立ち上げと第 1 回研究会を 2014 年 7 月に
実施した。海外から21名の研究者を招聘し、
国内の研究者や大学院生も交えて、7月 20－
22 日に東京大学伊藤国際学術研究センター
で、23－25 日に京都大学地域研究統合情報セ
ンターにて、国際会議を開催した。南アジア、
オセアニア、ヨーロッパ、北米、中南米、ア
ジアの研究者が集い、それぞれが分析対象と
している社会運動の研究成果報告を行い、以
後の研究方針について話し合った。 
 
（３）2015 年 3月に、第 2回目の国際共同研
究の会合をアメリカのブラウン大学で実施
した。世界中の開発学の専門家が集うアメリ
カ社会学学会主催の『開発社会学会議』の場
を活用して、「Global South（途上国地域）
からの挑戦」をテーマにして共同研究を実施
した。日本からは代表者である和田が参加し、
社会運動や抗議行動の用いる戦略がグロー
バル化と民主化過程でどのように変化する
かという問題について報告した。Patrick 
Heller氏（Brown University）や Julián Rebón
氏（University of Buenos Aires）が成果報
告を行い、グローバル化だけでなく、「国家
の能力」も社会運動の多様性を説明するうえ
で欠かすことができない要因だという視点
で一致した。 
 



（４）2016 年 1月には、東京大学にて第 3回
国際会議を実施した。「ラテンアメリカから
の挑戦」をテーマにし、Julián Rebón 氏
（University of Buenos Aires）、Nicholás 
Somma 氏（Catholic University of Chile）、
Carlos Alba 氏（The College of Mexico）、
Ilán Bizberg 氏（The College of Mexico）
などが参加した。グローバル化だけではなく、
「民主化過程で生じる様々な困難」や「選挙
制度以外の民主化の実現が不十分であるこ
と」が、社会運動の方向性に多大な影響を与
えている点が明らかになった。 
 
（５）この研究の特徴は、国際共同研究であ
ると同時に、若手研究者の育成も視野に入れ
ていることである。英語を中心に海外の研究
者と実質的な議論を行うためには、英語力は
もちろんのこと、研究テーマについて英語で
理解する能力が必須である。このため、2014
年に、和田（研究代表者）、Moises Arce 氏
（University of Missouri）、Edwin Amenta
氏（University of California）が英語によ
るセミナーを開講し、大学院生が国際会議の
場で活躍するための素養を伸ばすことに努
めた。結果として、非常に大きな効果を生み
出すことができた。これらのセミナーに参加
した大学院生たちが、本科研が主催した国際
会議にて活発に議論に参加できたことはも
ちろんのこと、その後の様々な国際学会で彼
らが英語やスペイン語を用いて成果発表を
行った回数は 15 回を超えている。 
 
（６）社会運動研究分野の世界的なトップジ
ャーナルである学術雑誌 Mobilization: An 
International Quarterly に、この本科研チ
ームの研究成果をまとめて特集号として刊
行した。初年度に開催した国際会議に参加し
た研究者の論文をまとめたものである。 
 
（７）本科研では、国際共同研究体制を構築
すること、若手研究者を育成する仕組みを作
ること、社会運動の多様性を描き出すことな
どの目的を達成することができた。しかし、
アジア、中東、アフリカ地域をあまりカバー
できなかったことと、多様な社会運動を大き
な理論的枠組に体系的に位置づけることま
では達成できなかったことの２点が、課題と
して残った。トップジャーナルへの論文掲載
など、挑戦的な萌芽研究としては、短期間に
大きな成果を達成できたといえるが、今後は
上記２つの弱点を克服することによって、理
論面でも実証面でも世界中の研究者の必読
の研究となるようにさらなる努力を続けて
いきたい。 
 
５．主な発表論文等 
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